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基本構想（5/19修正案）への御意見等と御意見に対する調整内容 

項目 主な御意見等 調整内容等 

将来像 

(本文) 

 将来像の中に、鷹山の精神を入れていただきたい。 鷹山の精神については、「棒杭市」に関する記述や「先人たちが

育んできた豊かな精神文化」という言葉で表現をしているところ

ですので御理解を願います。 

基本理念 

(本文) 

「市民が積極的に参加するまちづくり」の「参加する」という表現で間

違いはないが、積極的に参加できるという表現にできないか。 

基本理念は、本市（市民）が将来像の実現に向けて取り組むに当

たっての姿勢を示すものであることから「参加する」との表現にし

ているところですので御理解を願います。 

大綱1 「高付加価値なものづくりを進め、市民所得の向上を図っていきます」

とありますが、付加価値を高めなければならないのは、ものづくりだけで

はなく、サービスやコンテンツ等もあるので、そのような観点も取り入れ

た表現にできないか。 

御意見に基づき、当該箇所を修正しました。 

大綱2 新文化複合施設について入れられないか。 新文化複合施設の利活用については、基本計画の中で記載するこ

ととしておりますので御理解を願います。 

大綱6 御意見① 

協働のまちづくりの中に男女共同参画が入るのが唐突であると感じるの

で表現をもう少し変えたらいいのではないか。 

御意見② 

行政がやるべきことと市民一人ひとりがやるべきことを明確にして、そ

れぞれの役割を果たしてくべきことをきちんと記載すべき。 

御意見①② 

御意見に基づき、当該箇所の表現を修正しました。 

また、基本計画で、行政として取り組む事業とともに、「市民・地

域・事業者に期待する役割」の項目を設け、それぞれの役割につい

て明記する形となっていますので御理解を願います。 

子育て施策の

まとめ方等に

ついて 

御意見① 

生まれてから１８歳までを子育てとして考えることが必要だと思うの

で、子育ての柱を一本立てて、施策をまとめていただきたい。 

御意見② 

幼稚園や保育園の教育と小学校は繋がっているという考え方が大事であ

る。 

御意見③ 

健康長寿には、高齢者医療、高齢者福祉だけでなく障がい者や様々な福

御意見①②③ 

子育て支援については今後重点的に力を入れていくべき施策の一

つであることから重点事業の一つとして、切れ目のない子育て支援

施策を掲げることとしました。 

なお、基本構想の大綱は保健・医療・福祉と子育ては密接な関係

があること、現行のままとします。 
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祉の問題や医療の問題もあるということで社会のセーフティネットという

まとめ方で、安心安全に暮らすまちづくりにある災害に対する防災・雪害

等のハード的な部分と合わせてもいいのではないか。そうすると子育ての

部分が抜けるので、これを２番の教育分野の中にいれて子育てを基本目標

の柱として幼少期から高校卒業まで一貫して幼児教育から学校教育までを

含めて人材をつくっていくのだということでまとめられるのではないの

か。 

 

基本目標全体 御意見① 

前文に「ひとが輝き」とあるので優先順位ではないにしても、１番は「命」

や「ひと」来るということで、子育てが基本目標の1番に来てもいいのでは

ないか。 

御意見② 

 産業なども大事であるが、将来像に「ひと」や「学園」が来ているので、

教育を一番目に持ってくるべきではないか。 

御意見①② 

基本目標の順番については、前回の審議会までで結論が出なかっ

たところですが、審議会としては「米沢市における今後10年間の1

番の課題は人口減少対策である」との共通認識で一致していること、 

また、人口減少対策のためには、安心して子どもを生み育てるため

に必要な安定した収入の確保が必要であり、そのためには産業振興

と、人材育成を行う必要があるとの御意見を踏まえ、事務局で検討

した結果、基本構想における基本目標の順番は、次のとおり、これ

までの３番と４番目の順番を入れ替える形で整理させていただきま

した。 

 

１ 挑戦し続ける活力ある産業のまちづくり  

２ 郷土をつくる人材が育つ、教育と文化のまちづくり 

３ 子育てと健康長寿を支えるまちづくり 

４ 自然と都市の魅力が調和し、賑わいと交流を促すまちづくり 

５ 安全安心に暮らすまちづくり 

６ 持続可能なまちづくり (協働・行政経営)  

 

なお、国が今後の人口減少対策に力を注ぐために策定した「まち・

ひと・しごと創生総合戦略」の基本目標は、 

① 地方における安定した雇用を創出する 
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② 地方への新しいひとの流れをつくる 

③ 若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる 

④ 時代に合った地域をつくり、安心な暮らしを守るとともに、      

地域と地域を連携する 

となっているところです。 

 

 

 


